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第 1 章では， PS K変調方式に関連するこれまでの研究の概要を述べるとともに， 研究課題を整理し，
本研究の意義及び位置づけを明確にしている。
第 2 章では，本論文で扱う PSK変復調系の構成を述べるとともに，第 3 章以降での理論及び実験的
考察の準備として， PSK変調信号及び雑音に関する基礎的な考察を行っている。

























(3) 搬送波再生系において発生するパターン雑音について. 4 相 PSK変調信号のスペクトル形状及び‘
逓倍素子の非線形特性と雑音電力スペクトルとの関係を明らかにしている。
(4) レート 2/3 の符号化 8 相 PSK変調系における再生搬送波の位相誤差及び位桐ジッタが符号誤り率
i乙及ぼす影響について理論的解析を行い，その特性を明らかにしている。
以上のように本論文は， PSK変調方式の搬送波再生系に関して，多くの新知見を得ており，通信工学
に貢献するところが大き ~'o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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